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資料室

動物を用いて地震を予知するという研究が我が国で

も始められました.末広恭雄東大名誉教授が1976年8

月から着手された｢ナマズ｣などの魚類の挙動と地震と

の関係に関する研究がそれに当りますし1977年1!月σ)

京都で開かれた地震学会秋季大会での東工大のカ斌常次

教授の講演もそうでした.

この力武教授の講演に関心を抱いた毎目新聞社がそ

の11月4同村け朝刊の14版の社会欄に書いた記事の申に

は一種のタブｰだった.というのもほとんどの学

者は｢地道な地球物理学的観測こそわれわれがとるべ

き道だ｣と考えていたからだ.また実際に動物の行

動を調べて予知に結びつけるには多くの人たちの協

力を得匁ければたらずそのわずらわしさから手をつ

ける学者がいなかったからともいえる"

とあることやさらに

“ナマズと地震の関係などは昔からいわれているが地

震学者の間では動物の異常行動と地震を結びつけること

“それでは動物は何を感じて異常なふるまいをする

のだろうか.いまのところ
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①一地電流に微妙な変化が起こる.

②地中から電荷を帯びたイオンカミ出てくる.

③高周波の振動カミ起こる.

④地磁気が変化する.

などが考えられているがはっきりしたことはわかって

いない｣

とも表現されていました.

引用した2つの記事のうち前の方の文章は正確では

ありません.地震学者は｢動物が地球物理学的な異

常を感じとるとすればその異常が我々に観測できない

はずはない｣という信念をもっているのです.とは

いえもし動物の方が現在の観測機器よりも高い感度を

もちあるいは動物の1個体の方が現在の観測機器より

もはるかに広い総合性を備えているとしたらどうでし

よう.現在の観測機器がいかなる動物よりも高い感度

と広い総合性を備えるように進歩するまで動物による

地震予測も研究に値するのではありますまいか.

そこで後の方の記事にも関係しますがこの動物に

よる地震予知にか祖りの力を注いでいる中国での研究の

成果を調べてみました.以下に記して参考に供します.

I.強震発生前における動物の異常行動

<中国地震資料年表>には126回の地震でみられた動

物の異常行動が記載され挙げられている動物は犬鶏

雄馬牛などを主に24種に達していますが記載され

ている異常行動の多くは大地震の発生時や発生直後の場

合ではっきりと大地震発生前の異常行動を記録してい

る例はそれほど多くはありません.幾つがその例をあ

げてみましょう.

｢寧夏地震,毎歳小動,民習為常.大約春各二季

居多,如井本忽澤濁,炮声散長,群犬囲吠,即

防此患｣

と記しています.

1920年の世界に名高い海原大地震(マグニチュ｣ド

8.5)の場合は次はように記録されています.

｢牛憶慌外逃,不道圏,狗呼L叫喚栗.下地震当天

晩上,西吉県一村庄上的狗叫得非常腐害,有一

老人出去察看,地震麗発生子,老人幸未通難.｣

さらに1933年8月25目の四川省迭渓地震のときは

｢震前唄江里四,五斤重的大魚妖上岸,麻雀不吃

水,狗毎天満街乱飽,野鶏憶叫･…･･｣

という状態でした.

最近の中国の大地震でも地震前の動物の異常行動が

少なからず報告されています.

たとえば1966年の雲南省の東川地震では

｢……地震前三天,東川小江里的魚,星現上浮水

面的異常現象.｣

でありました.

そしてその年の3月河北省の那台地区で烈しい地震

が生じたときにも地震前に動物の異常行動がかなり広い

範囲にわたってみられました.この地区では古くから

｢地震快未到,猪在圏里開,鶏飛狗也叫,牲口下

進棚,老鼠機雷究胸樟.｣

と言い伝えられています.

1857年の2ギ4胃に新江省の鄭県地区で大きな地震が

起りましたがその前夜

｢夜半天明知昼,山雑沓鳴,少頃地泄気,声隆如

鼓｣

でありました.

1917年7月31目の雲南省大関地区の大地震では

｢……ソ青地震前一月間,大関魚類均浄水面.

震前数目,河水大灌,河魚千万自妖上岸｣

と書かれています.

1739年の寧夏回族自治区銀川･平羅地区の震度8(M

SK震度階)の大きな地震は以来毎年地震の続発とい

う事態を招きました.そのときのことを<銀川小志>

(1775)手ま

第2図古文書にのこる中国最初の麗源地｢泰山｣<夏発布七年泰山

霧>(｢付書紀年｣)�
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策3図邪台郊外に生じた地割れ

さらに1967年8月30目に発生した四川省甘孜･臆雷地

区のマグニチュ』ド6.8の地震の場合

｢8月29目,晩発現狗狂叫似狼曝,鳥鴉叫得凶,

猪狗不同窩.8月30目長,発現牛突然受憶乱胞,

母鶏像公鶏般晴叫;震前,猪乱胞,麻雀成群乱

飛…….｣

1969年7月18目13時24分渤海湾でマグニチュｰド

7.4の烈しい地震が起りましたがそのときの記録の中

に

｢震前,天津市人民公園根掘所視察的多種動物

(加東北虎,大熊猫,粍牛,鹿,天鶏,火鶏,

白玉島,四川鱗鵡,泥鰍,簾,蝿蛙等)異常反

応,千7月18目11時10分,向天津市防震辮公室

打電信,預報有地震発生.｣

と報告されています.

第4図至96牌3月肺皐戦をして筒地蝸午後に2固

計3回の強震に河北省南部の那台地区の人々は大損

害を受けた.救援物資を急送したヘリコプタｰは

重傷者をのせて帰っていく.

という記事がみられますしさらに中国科学院生物物理

研究所地震研究室はこの地震の前に海の動物が示した数

々の異常行動の記録を次のようにまとめています.

｢11)海鴎:在震前十天左右,受憶似地沿海面特快

地飛翔.震前四,五天,已几平材不到海鴎,肝

L見海観的叫声.

(2隙魚:震前,在海面突然成績出現,上下翻騰

跳妖.

(3)棲魚(紅眼魚),綿尉魚(総点):震前二,三

天,発現他門飛似地跳妖,順水流方向成灘地,

掠慢地向東南逝去,.方向是好背離農中.正常情

況下,送両種魚跳逆水流方向涛動的.

(4)魚合魚和鮫魚:震前十天左右,発現鮮魚群与鮫

魚群転移現象,捕無量顕著減少,甚至全元.

(5)鰯魚(白林魚):震前一小時,在海面上下跳

躍,表現特別活躍.過去未発現過送種異常現象.

(6)海蟹:震前一両天内,在蓬莱県附近海面,発

現一弾癬象碗豆大小的海鼠小水母).過去瓜未

発現過.

此外,狗,家鼠,猪,鶏和魚等動物,在途次渤

海強震前也都有較大的異常.｣

第5図那台地区に緊急食糧が畑けられた�
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翌1970年と翌々1971年は中国にとって地震の年になっ

てしまいましたがまず1970年1月5目に雲南省通海地

区でマグニチュｰド7.7の大きな地震が起りその発生

前にも動物の異常行動がみられました.前述の地震研

究室は次のように報告しています.

｢据調査,扱震区在大震前出現異常反応的動物有

:蛇,家鼠,狗,黄鰭,泥鰍,魚(小白魚,花

鱒,鯉魚,江川鯉魚),猪,馬,馬累,牛,鵠,

婦幅;英次有:狐狸,康子,鶏,鴨,鶏;逐有

蝿蛙,壁虎,猫,鵜鵠,布谷鳥等.在昆明及昆

陽等地,発現兎,牛,蜂,大熊猫,獅子,大災

猫,小家,老鼠,鶏,金鶏,狗,麟,孔雀等劫

物異常.｣

狂お雲南省の地震が多い地方で現在吟｡伝えられて

いる歌に次のようなものがあります.

験の総まとめなのでしょう.

｢震前動物有予兆,人民戦争要打好.

牛羊駿馬不道圏,老鼠搬家住外逃.

鶏飛上掛猪乱撲,鴨不下水狗狂咬.

冬眠麻蛇早出洞,鶴子様飛不回巣.

兎予竪耳鰯又掻,魚ル憶慌水面跳.

父祖の貴重な経

家家戸戸部視察,綜合異常作予報.｣

次いで同年7月4目の広東省の台山地震では地震発生

前の動物の異常行動が43例あり動物としては犬･鶏･

魚･豚･鼠･鴨･蛇放ど12種その中でも魚･鶏･犬の

異常行動が顕著でした.とくに変ったものとして次の

ような報告がみられます.

｢震前斗山分杜出現大量虫皇虫,集中子室内,莱小

学個別教室里寛多達数千只,震后就不見了.赤

渓公社逐発現大量自修鮎出泥土,震后色消失了.｣

それから1ヵ月ほど過ぎた8月10目今度は山東省の

曲阜地区がマグニチュｰド5の地震に襲われましたが

その際

｢発現震前鶏不道窩,有的飛到樹上,電線上,即

使道了窩的鶏,色直翅扇“打才ト粒",“喀喀"地

叫.狗震前乱叫,越叫越緊,老鼠乱飽不伯人,

蝿蟻搬家,急浮水面,牛,馬緊不大吃草等.｣

という現象がみられました.

この年の12月の3目には寧夏回族白治区の西吉地区で

マグニチュｰド5.7の地震が発生し

｢震前有鶏不道窩,狗“栗",猪不道食,手不安寧,

馬噺,以及老鼠乱臨等異常反応.｣

とあります.

翌1971年の3月23目と24目に連続して発生し激しい

破壊をもたらした新彊ウィグル族自治区の鳥代地震では

地震前に13種の動物が異常行動をとりました.

｢……反応較明顕的有狗,馬,牛,猫,鶏私家鵠.

反応的共同時点是,震前傾躁不安,椋慌,活動

圧覚.｣

それから月余をおいた4月28目の雲南省思茅･普揖地

区の地震(マグニチュｰド6.7)ではその発生前にお

ける動物の異常行動は次のようなものでした.

｢馬累馬突然憶車,猪不道圏,鶏下回窩,狗狂吠,

老鼠増多,二斤多重的魚跳上岸等.｣

さらに同年の8月16目(マグニチュｰド5-7)と17目

(同じく6)に連続発生した四川省馬辺地区の地震の際

にはその第1回発生前に家鼠･牛･豚･犬･魚･鶏汝

第6図1973年2月6､目甘孜チベット自治州の大地は裂けた.

震央地区を調査する人々.

第7図甘孜･炉石地区に急造された一病院.�
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ど10余種の動物が異常行動をとりました.第2回の場

合は第1回後の行動と見分け難かったようです.

四川省の甘孜･炉霊地区で1973年2月6目に発生した

マグニチュｰド7.9の大きな地震の場合は

｢地震発生的半個月前,老鼠不分白天黒夜,大量

活動,忙干搬家.到震前,就看不到老鼠了.局

在震前一,二天不道厩,臨震前狂奔.狗在震前

乱咬人,狂叫,“栗泣".其他動物,如鵠,鶏,

猪等,震前也有異常反応.｣

とあらわされています.

次いで1974年の4万22目に発生した江蘇省漢陽地区で

のマグニチュｰドa5の地震でも地震前の動物の異常行

動が顕著でした.たとえば次のような記述がみられ

ます.

｢急浮在水面上,乱闘乱跳,猪在厩里狂奔乱奮.

某大隊有五頭牛,在震前有四頭牛杜断纏縄胞子,

其中有一頭牛鞄過不河.其他動物,如鼠,狗,

鵠,鶏等,震前也都出現異常.｣

同じく1974年の5月11目に起った雲南省昭通地区のマ

グニチュｰド7.1の地震のときはその発生前に魚そ

してとくに蜜蜂が異常な行動をとったことが特徴です.

さて最後に我が国の地震専門家に衝撃を与えたとい

ってもよいほどの見事た地震予知の成功例あ一つである

1975年2月4目の遼寧省海城･菅口地区マグニチュｰ

ド7.3の地震の場合ですが前述の地震組は次のように

まとめています.

｢有関単位和広大群衆把動物震前異常作為一種手

段,密切注意和及時視察下種種異常前兆,対送

次地震作了准確的臨震予報.許多常見動物,如

猪,狗,大牧畜,魚,鶏,蛇,鼠,鳥,鵜,鹿,

詔等,在震前均有異常反応出現.｣

そして中国は現在までの関係資料から地震前の動物の

異常行動のとり方には600-700のタイプがありその動

物種は2,O00をこえるとしています.

lI.動物の異諸行動と地震の関係

前述の地震研究室の標記の関係を各種の地震前兆現象

だとえば微量変化現象である地殻応力の異常変化微震

活動地殻の変形と海水面の変動地下水の成分や地球

物理的な場の異常地震波の伝播速度や地温の異常変化

校とそれに巨視的変化現象である地下水の水位変化や

地鳴り現象発光現象異常気象などさらに当該地区

の地質構造の特徴にもとづいて検討し初歩的な段階の

まとめとして次の6点をあげています(要約).

｢1)地震前に異常な行動をする動物の種類は多いが

重視しなくてはならないのは少なくとも20種である.

一般的に異常行動を示す動物の種類が多く小動物だ

けでなく大動物も烈しい異常行動を示す場合はその後

の地震がきわめて大きいことを示嵯している.

2)動物か地震前に示す異常行動の共通した特徴は

｢いらだつ｣｢おそれおののいて落着かない｣｢動

きが普通でない｣｢餌をとらない｣｢いつもの小屋

に入ら扱い｣｢条件反射がしばらく消失する｣｢萎

縮して動かない｣などである.動物の行動の異常さが

ますます明瞭に抵り異常行動が一段と激しく粗ると

たとえぱ大型の家畜が悲痛な叫びをあげ縄をひきちぎ

って外に逃れ冬でも多くの蛇が穴から出て凍死し大

量の魚が水面を跳ねあるいは腹を出して水面に浮んで

くればその直後の地震がさらに烈しいものであること

を示嵯している.

3)動物が地震前に異常行動を示す時間は1目前から

という場合が多く遅いもので数10分からさらに数分前

早いもので10目から半目である(第1表).

第8図孤立した甘孜奥地での救援物資の投下�
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策1表動物の異常行動開始時間と地鍵発生時との関係

動物�地震前に異常行動を始める時間��

■一�'�一1'''■■■'�一^■

犬�地震前30分一2周��

鼠�地震前1-3目��

鶏�地磁前1-5目�半月という例もある�

魚�類�地嚢揃数時間一10旧�

家�鳩�地震前数時間一1目�

薙�地盤前1-2目��

蛇�地磁前2-3目(冬眠期でなければ10目以上早く)��

豚･牛･馬･羊�地謬揃数時間一1日��

満州虎�地麓揃数時間��

パンダ�地蟹前数時間��

おうむ･黄雀･白鳥などの鳥�地麗前10数分一数時間��

通常その異常行動のピｰクが地震の24時間以前にく

ることはない.

4)動物の異常行動の程度の大小とか強弱あるいは

異常行動をとる時間の長短は来るべき地震の震度の大小

に関係がある･･すなわち動物の異常行動が激しく

持続時間が長ければ長いほど来るべき地震は大きい.

5)動物が異常行動を示した地域の拡がり方は活断層

帯の屈曲部など地質構造の分布状況とも関係があるらし

い.1975年の海城地震の例がそのことをよく示嵯して

いる(第9図)｡すなわち盤山一海城一蛸岩一丹東の

線付近に動御異常行動地点総数の2/国が集中しこの線に

未知の潜頭断裂が推定できる.

6)動物の種類が違えば地震前の異常反応の量･質

とも違ってくる.同種の動物個体閻でも差が生じるこ

ともあるがそれは無視できる.外界からの同種の刺

激の強さが一定であればその刺激に敏感な動物ほど反

応は明瞭である.一方ある性質の刺激には鈍感でも

別の刺激には敏感な生理をもっている動物の場合も考え

なくてはならない｡したがって多くの種類の動物の

異常行動の内容(異常行動地点の分布異常行動の程度

とピｰクなど上記5点)を総合判断すれば地震予知がで

きる.1969年7月18胃の渤海湾地震に当って天津人民

公園(動物園)での動物の異常行動から発せられた地震

欝報の適中はまさにこの総合判断の成果であった.｣

皿.刺激と動物組織の興奮との関係

1.動物の基本的生理の特徴

動物は地震の前に決ると何故に異常な反応や行動をす

るのでしょう.前述の地震研究室はこの疑問に対し

問題を2つに分けて答えています.その第1は動物が

どのような特性を備えているかです(第2の問題は地震の

どのような前兆が動物に異常行動をとらせるかということ).

すべての動物の生命活動は3種の基本的な生理すな

わち新陳代謝興奮性適応性を備えています.興

奮性と適応性は新陳代謝を基礎とし適応性はさらに興

奮性の上に成り立つものです.この3種の生理の中で

地震前の動物の異常行動にもっとも密接恋関係があるの

は興奮性でしょう.

周囲の環境が変化すると必ず動物は体内の代謝過程

と外に現わす行動に変化を生じます.それは動物が環

境の変化に対して反応したことを意味します.この反

応を起させる環境の変化の働きが刺激と呼ばれています.

刺激と反応は一対の密接に結びついた重要な概念で

刺激の作用によって始めて動物の個体は反応を生じま手.

言いかえれば動物の反応はすべて何らかの刺激によっ

てひき起されるのです.

いわゆる興奮性は動物が刺激によって起す反応の程度

や特徴をいいます.この興奮性はもちろん動物だけで

粗くすべての生命組織が共通して備えている性質の一

つで興奮性の物質的匁基礎は新陳代謝にあり新陳代

謝が停止すればそれにしたがって興奮性もなくなつて

しまうことはいうまでもありません.しかしここで

は動物だけ取り扱うことにします.

動物が刺激を受けて反応する場合その反応の現われ

方には興奮と抑制の2種があります.

いわゆる｢興奮｣はかいつまんでいうと動物の生

体組織を安静状態から活動状態に変えあるいは弱い活

動状態から強い活動状態に変えます.たとえば筋肉

が収縮を開始しあるいは収縮が強まり分泌腺は分泌

を開始しあるいは分泌を増大します.

それに反しいわゆる｢抑制｣は動物の生体組織の活

動を弱めあるいはとめてしまいます.たとえば筋

肉の収縮が弱まりあるいは収縮がとまり分泌腺の分

泌が減少するか停､1ヒしてしまいます.いいかえると

抑制作用は興奮作用を低め興奮作用は抑制作用を妨げ

る働きをします.

ときには｢興奮｣が刺激を受ける部分の或る限られた

組織だけに反応をもたらすこともありまたときには刺

激を受けた部分に生じた｢興奮｣が波動的に他の組織に

伝わり拡がっていくこともあります.これがいわゆる

｢生物電気現象｣で電位を発生しあるいは電流を発�
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第9図1975年2月4目海城地震前における動物異常行動地点

の分布
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第10図防災教育スライドから｢いつでも消火器具が使えるように整備しておきま

しょう｣

生ずることは普通の生理現象の一種であり動物の組織

が興奮にともなって生ずる特殊な過程で興奮によって

作り出される重要校指標でもあります.

2.刺激の性質と形式

刺激は動物の組織の活動を変化させる原因です.動

物の組織の活動に変化を与えることのできる内外の環境

の何らかの変化はすべて刺激と呼ばれています.

動物が生活している自然条件のもとでは光･気温･

気圧･湿度といった外界の変化が刺激と狂りさらに代

謝産物･神経衝動などのよう荏内部条件の変化が刺激と

なっていずれも動物の内部に組織の興奮をもたらしま

す.

この刺激の性質いわゆる刺激のタイプは多種多様で

たとえぱ機械的刺激音声刺激光刺激温度刺激化

学的刺激電気刺激生物刺激などがあります.

ただし生物学的な効果からするとこれらの刺激は

適宜刺激と不適宜刺激に2大別できます.ある組織な

いし器官に適しかつ自然条件下で組織を興奮させる刺

激となるものが適宜刺激です.組織や器官が異狂れば

適宜刺激も異なります.たとえば光は網膜に対する

適宜刺激であり揮発性化学物質は嗅覚粘膜の適宜刺激

であり神経衝動は骨路筋の適宜刺激音声は鼓膜の適

宜刺激です･さらに同じ種類の組織ないし器官がた

だ一種類の適宜刺激だけでなく数種類の適宜刺激を有

することもあります.神経衝動と血液中の或る化学物

�

口

吟
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第11図防災教育スライドからr避難したらいつでも懐中電燈を油やロｰ

ソクは絶対に使わない｣
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第12図防災教育スライドから｢臨震予報がでたらすぐに火を消そう｣�
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頁が動物の体内の大部分の組織･器官にとって適宜刺激

とたることはそのよい例です.

これに反し或る組織はまた器官に対して適さない

自然条件下で組織の興奮を起させない刺激が不適宜刺激

と呼ばれます.たとえば耳･鼻に対する光賞に対

する音声がそうです.動物の適宜刺激と不適宜刺激に

対する反応ははっきりと異なっています出

現在いろいろ言われている地麗の前兆としての地球

物理学的な諸現象はそのいずれが動物に対する適宜刺激

なのかいずれが不適宜刺激なのか.それに対する中

国の見解は径ほど紹介することにしましょう.

3.刺激と組織の輿欝との関係

動物の組織の興奮は一つには組織自体の機能に関係

がありもう一つには刺激そのものの特性に関係があり

ます.すでに述べたように刺激のタイプは多種多様で

すがいずれも強さと時間に特徴を備えています･い

うなれば刺激は或る強さで作用を持続し一定の時間

に達してから組織の興奮をひき起すものです.そうで

なければ組織の興奮をひき起すことはできません.

刺激の強さ:有効な興奮と動物生体組織の特殊な反応

(たとえば筋肉の収縮反応)を起させるには刺激の強

さが或る一定の最小値に達しなくてはなりません･こ

シキミチ

の最小値を｢刺激の閾値｣といいます.言いかえると

刺激の閾値とは組織の興奮を起させるに必要在最小限の

刺激の強さのことです.そして組織の興奮を起させ

るには弱すぎる刺激は閾下刺激と呼ばれています.

刺激の閾値の高低は組織が異なれぱあるいは同種

の組織でも機能状態が異なれば変ってきます.興奮性

の高い組織ほど刺激の閾値は低くなり当該組織の興奮

に必要な刺激の強さは小さくなるので刺激の閾値は一

般に動物生体組織の興奮性を示す一つの指標とみること

ができます.

刺激の閾値をはるかに越えた刺激は閾上刺激と称され

動物生体組織の反歩は強く現われますがその刺激の強

さが或る限界に達すると大きな反応を起し得なくたり

かえって組織の反応は弱まりときには完全に反応を停

止してしまうこともあります.そこで組織の反歩が

最大に校る刺激はとくに最良刺激と呼ばれているようで

す.

刺激の作用時間:動物生体組織の興奮を起させるに

は或る一定の刺激の強さのほか刺激が組織に或る一

定の時間をかけて作用することが必要です.刺激が働

らく時間が短かすぎるとたとえ刺激が刺激の閾値以上

であっても組織の興奮は起きません.また同一刺激

の強さの変化遠度が早ければ早いほど刺激作用も強く

なり反対に刺激の強さの変化速度が遅ければ遅いほど

刺激作用は弱く校りついには興奮を生じ荏くなります.

たとえば直流の電気を用いて神経もしくは筋肉の標

本を刺激してみましょう.まず電気を通じて電圧を上

げ一定の電圧に達してから電気をきります.このと

き電圧の上げ下げを早くやればやるほど刺激作用が

強くなることが確かめられます.ところが電圧をゆ

っくり上げていけば刺激の閾値の3-5倍の電流を流

しても神経や筋肉が興奮しなくなりそれからゆっくり

と電圧を下げていけば全く興奮を示さないことも確かで

す.

組織の興奮性が低ければ低いほど必要な刺激の作用

時間は長くなってきますがこれが長すぎると組織に

は刺激に対する適応が生れ興奮する能力が失われてし

まいます.嗅覚の慣れの例がこのことを示しています.

組織を興奮させるのに必要な刺激作用時間の最小値を

｢時間の閾値｣と言いますがこの時間の閾値も組織の

興奮性の大小を表わす指標の一つとなっています.

刺激の強さの閾値と時間の閾値との相互関係:刺激

の強さと作用時間との間には互いに密接に規制し合う関

係があって刺激の強さが大きいほど組織の興奮に必要

な刺激の作用時間は短かくまた逆に刺激の強さが小

さいほど必要な刺激の作用時間は長くなります.しか

し刺激の作用時間がどんなに長くても強さの閾値よ

りも刺激が弱ければ効果がありません.その閾値が動

物によって大きく異なることはもちろんです｡

さて或る組織が興奮するとその興奮は波のように

他の組織に伝わり1システムの変化を形作りそれが

結局は外への行動となって現われると思われます.と

すれば地震の前兆としての動物の異常行動の原因を知

る次の検討課題は動物の興奮作用･興奮伝播の生理学と

いうことになりましよう.

中国はその生理学にいどみました.現在もその分

野の研究は続けられています.そしてすでに中間的

放成果を挙げ世界をリｰドしつつあり我が国もその

遅れをとりもどして地震予知にさらに自信をもってと

り組めるようになればすばらしいことだと思います.

(文責:岸本)(つづく)�


